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繰延税金負債の取崩し及び業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 30 年４月 24 日開催の取締役会において、繰延税金負債の取崩しを決議し、
最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年５月 18 日に公表した業績予想を修正いたしましたので
お知らせいたします。 

記 

１.繰延税金負債の取崩し

平成 29 年 3 月期において、本社及び東京事業所の売却（平成 28 年５月 26 日）に伴う買

替資産圧縮特別勘定積立金を計上しておりましたが、翌事業年度である平成 30 年３月期内

での買換資産の未取得により、繰延税金負債 266 百万円を取崩し、法人税等調整額を同額

計上いたしました。 

２.業績予想の修正について

平成 30 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 29 年４月 1日～平成 30 年３月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

金額 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 4,330 130 135 109 82.56 

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ ) 4,299 144 176 460 342.46 

 増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △31 14 41 351 ― 

増 減 率 ( ％ ) △0.7 10.8 30.4 322.0 ― 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

(平成 2 9 年 3 月期) 
4,315 122 143 932 714.02 

※平成 29 年 10 月１日付で普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を行っておりま
す。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を
算定しております。 

修正の理由 
売上高は、前回予想を下回ったものの、資本金の額の減少に伴う租税公課の減少および

補助金等の収入があり、経常利益が前回予想を上回りました。 
また、買替資産圧縮特別勘定積立金の取崩および資本金の額の減少に伴う繰越欠損金の

控除割合の増加による法人税等の減少により、当期純利益が前回予想を上回ることとなり
ましたので、通期の業績予想を修正いたします。 

（注） 

上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて算出したものであ
り、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる場合があります。 

以 上 


